
3

景観保全と多自然型河川

白崎仁

超近、景観保全の考えが深く浸透してきたのか、土木工

執こおいて多自然型河川工法を採用した河川の防災工事が

進められている所がある。自然の多様性の保全が、人の生

活環境に好適であり、その必要性が高く評価されている結

果なのかもしれない。しかし、実際の工事方法、災害の原

因、工事の必要性を観察すると、それらの工事がほんとう

に適切なものかどうか、疑問に思うところがあるので、そ

れらの実態を紹介し、景観保全にとってより適切な方針を

提案したいと考えている。

新潟県北部では1998年の夏（8月4別に集中豪雨のた

め、大畠な被害が発生した。昨年（1999年）、五頭山茸で

その災害復旧と防災工事が行われている現場を訪れた。下

流の水田増帯を流れる河川沿いに大きな石が流れ出し、そ

れ番除去し、墟防を再建していた。水雷は下流に大きく影

響を及ぼすが、一般的に、河川の災害は上流が原因で発生

する。

五頭山僅西部の、北から胤こ新発田市田家荒川川（刺青巨

峡）、笹神村折居川、細江大荒川（魚止めの掩）、村杉安野

川（旧五頑スキー場）などの河川がある。これらの上流に

は多くの砂防ダムが作られている。その工執ま、最近始ま

ったものもあれば、水害以前から継続的に行われているも

のもある（写真1）。その工法の多くは従来型のもので、いね

写真1．砂防ダム工事と伐採されたサワゲルミの巨木

（新発田市荒川川）

ゆる多自然型ではない。巨大なコンクリートをベースにし

た階段状の構造物である（写真2）。果語の阜流で、土石流に

対する防災工事として建設されている。その工法の是非は

ここでは大きな問題ではない。多自然をある程度意識して

か、丸石をつめた鉄の竃（蛇笥）で護岸した場所もある（写

寅3）。私は土木工事の専門でないので、これらが山や森林

の景観保全にどのくらい効果が発揮されるかはよくわから

ないが、コンクリートの壁よりも魚たちにとっては住みや

写真2．数段の砂防ダムと伐採されたサワグルミ

（新発田市荒川J間

写真3．蛇篭で謹岸された砂防ダム（新発田市荒川川）

すそうだ。それより大きな問題は、これらの工事がなぜ必

要なのか？という点にある。工事現場のさらに上部はいっ

たいどうなっているのだろうか？荒川川の上流には、山を

越えて加治川の方まで林道が建設されている。林道周辺は

広範囲に伐採された跡がある。伐採跡地にはスギ苗が植え

られている（写真4）。折居川では、営林署の山火事防止の看

板が、宜任の所在を示すように立っている。

写真4．広範囲に伐採された後のスギ植林と営林署の山火
事防止の看板（笹神村折居川）

人の生活域の河川は、昔から貴重な水源であり、森林は

それを維持するために不可欠なものではないか？林道工事、
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森林伐採、砂防ダム工事、水害（土石流）、災害復旧工事な　　　’　　　　

どには、密接な関連性が推察できる。これらの様相は、こ　　　　　　　　　　　　　　「i

想されるとしたら、おそらく古代からこの地域は人が住め　　　写真5．コンクリートで護岸されて川幅が狭く、穏やかに蛇

ない場所だっただろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行して流れる水（月岡小烏川）

　ところで、多様性の保全にどのような価値・意義がある

か、人によってさまざまな価値観があるだろうが、それら

はまとめると、次のよっである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ar’g．

1．消費的な資源価値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕃義　　t’f

響”

・・

　調

　　豊かで貴颪な自然の存在感、失うことに対する危機感。　　写真6．水際にはマコモがわずかに生育し、水中には小魚の

　これらの価値の中には、もちろん貴重な種（絶滅危惧種）　　　　　姿が多く見られる（月岡小馬川）

の保全の思想が含まれているが、それだけでなく、景観の　　　できれば、多目然の河川として適した条件を十分満たして

構成要素として豊富に存在するものを守る意味も当然含ま　　　いるだろう。土手の傾斜が緩い場所は、水深がいっそう浅

れている。倫理的価値は、自然のしくみを研究したいと願　　　く、人と川との距離がいっそう身近なものとなり、子供た

う気持ちにっながる。しかし、現代は、自然のしくみがす　　　ちにも比較的危険の少ない遊び場として自然の恵みを提供

べて解明されてから保全を進める時間的余裕はないので、実　　　できる（写真7）。しかし、実際には、そのような場所は少な

際には保全を優先して実行し、その上で目然のしくみを調　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，US．．

べることになる。私は、これらの価値を強く認識する人達　　　　．．　　　、．　　　’”　”　ll　　、

が、土木工事において多自然型河川工法を採用しているも　　　　　　　　　一　’　　・　「

墨？施畿慧鷺鷺誓篇轟烈賑柔　醗贈　‘’解灘羅
の流れる場所はヨシ、マコモが繁茂し、ゆるやかに蛇行し　　　　　　＿．＿一＿出：」鎧灘．鐘　　　　戚　Je’・‘　表

ている。水深はおよそ30センチで、この川が大洪水になっ　　　写真7．水深が浅く、遊んでも危険の少ない水辺と低木のヤ

たとは信じられないが、この地点から2キロほど下流の水田　　　　　ナギ類（月岡荒川）

では土手の復旧工事が行われている。水の中を見ると、多　　　く、急傾斜で川幅が狭く、人の背丈を越えるヨシやマコモ

数の小魚が泳いでいる。この構造は、土手から緩い斜面が　　　が密生して、人は近寄らない。土手に立てられた無粋な看

のびて、さらに一段低い場所に土が堆積し、その周辺に湿　　　板は、たしかに危険な場所を示している（写真8）。この付近

生植物が繁り、蛇行した細い水の流れがある（写真5、写真　　　では、多自然型河川として好適な条件、すなわち、広い川

6）。集落から離れた所では、川沿いに高木のオニグルミや　　　幅、緩い傾斜の土手、浅い水深と蛇行、適度な草本や樹木

シロヤナギ、林床にチマキザサやタニウツギなどの低木が　　　の植生配置と水生動物、および集落からあまり離れていな

生育している。ここの河川すべてにこのような景観が続く　　　いこと、などがそろっている。これらの組み合わせをうま

わけではないが、人の暮らしと河川の配置、川の景観や動　　　く進めれば、おそらく景観保全と多自然型河川の目的は達

植物の生態環境は、安定した多自然の要素を満たしている　　　成されると考える。

ように見える。欲を言うならば、川幅が現在の3倍ほど確保　　　　ところが、多目然型河川工法を用いて災害対策の土木工
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は、原因はどうあれ、災害対策の必要性は十分認識し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謙　　　　ている。しかし、もし私が多自然型の河川を目指すならば、

譜1綴認1轟蛾灘蟻．－1轟際蕪錐蹴灘欝叢顯窪慧腔舟
懸講鑛懸織蟄ン膿ill紹幅を計算・・・…土手・・ま手・蹴川・・両・・

購．「 ｶee．誌爵蕊黎騰　　かなり離れた堤防を築くようにしたらどうか識家が土地

－．・

写真8．急傾斜で草丈の高いヨシやマコモに覆われている　　　作してもいいではないかe百年に一度の水害ならば、大き

繍轟繍嚇入り込む気持獺鼎難雛鑛糠憲
事が行われているという現場には、強い衝撃を受けて目を　　　目的を見失っており、私には理解できない。

疑った。巨大なショベルカーが堤防を再建している。かっ　　　　根本的には、水害の発生源となる山の森林の復元に努力

て存在しただろう生物はすべて失われ、直線的な川筋だけ　　　すべきだろう。保水姓が悪いスギ植林をやめて、防災のた

が作られている（写真9）。草丈の高いヨシやマコモは、人に　　　めに落葉樹の森を育てる必要がある。それには百年以上の

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．’　　時間が必要だ。将来のスギの経済的価値は期待できない。

写真9．全ての生物が失なわれた多自然型河川工法の現場　　　資料策定調査書（植物編）．pp、95－9Z　新潟県環境部自然

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月岡荒川）　　　　保護課．

とってはじゃまものだが、岸辺を覆う植生は、オオヨシキ　　　新潟県（1993）続・新潟のすぐれた目然新潟県自然環境保

リやほかの多くの水鳥、水生動物にとっては大切な生活の　　　　全資料策定調査書（植物編）．pp．78－85．新潟県環境部

場所であり、水質の浄化に大きな役割を果たすとされてい　　　環境保全課．

る（写真10）。ここが多自然型河川を実行する場所とは、私　　鷲谷いつみ・矢原徹一（1996）保全生態学入門．270pp。

のかってな思い過ごしだったのかもしれない。しかし、高　　　　文一総合出版．

度の知識をもって計画をたてる人達は、豊富にあるものの　　　横山秀司（1995）景観生態学．207pp．古今書院．

大切さ、多様性の保全の価値を、もっとよく理解すべきで

はないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ’’’’’’’’’”…’’”…’’”………°……………’……………’………一一一…”‘1
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写真10．草丈の高いヨシやマコモのために、人の立ち入り

　　　は難しいが、多くの生物の生活場所（月岡荒川）
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